
 

 

「人権文化」 の息づくまち “あしかがし” を目指して 

足利市人権教育・啓発推進行動計画 
〔第４期計画〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足 利 市

私たちが幸せに生きるための権利で、人種や民族、性別などの  

人権とは・・

違いを超えて万人に共通した一人ひとりに備わった権利です。 

人はみな、生まれながらにして、この権利を持っています。 

 

 

行動計画の推進 

この行動計画の実施にあたっては、人権教育及び人権啓発の総合的かつ効果的な

推進を図ることを目的に設置した「足利市人権推進幹事会」を中心に、関係部課  

相互の緊密な連絡調整を図り、施策の推進に努めます。 

国、県、企業・団体等との連携 

行動計画の推進にあたっては、国、県、企業・団体等との緊密な連携を図るように

努めます。 

また、行政の取り組みだけではなく、企業、団体等と連携・協力を図り、主体的な

取り組みを支援します。 

行動計画の進行管理と見直し 

定期的に進行管理を行い、その結果を適切に公表し、施策の推進に反映します。 

また、この行動計画は、新たな人権課題が国の基本計画に組み込まれるなど、  

国、県の動向及び社会状況の変化を踏まえ、必要に応じて見直します。

☆ 人権・男女共同参画に関する市民調査結果 ☆ 

 

 

足利市 総務部 人権・男女共同参画課 
〒326-0823 

栃木県足利市朝倉町２６４番地 （足利市民プラザ 本館２階） 

電  話 ０２８４－７０－８６００ Ｆ Ａ Ｘ ０２８４－７３－８０６６ 
Ｅ- m a i l  j i n k e n @ c i t y . a s h i k a g a . l g . j p  

推進体制
○ 今の日本は人権（人間が生まれながらにして持っている自由・平等に関する権利）が

尊重されている国だと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

平成 21年度

平成 26年度

女

男
（単位：％）

尊重されていると思う どちらかといえば
尊重されていると思う

どちらかといえば
尊重されていないと思う

尊重されていない
と思う

どちらとも
言えない

無回答

14.8 60.1 4.9 1.9 18.1 0.1

21.0 55.6 7.8 3.6 8.6 3.3

17.2 59.3 9.3 3.7 7.4 3.2

27.8 50.5 6.4 3.2 9.6 2.5

○ あなたは同和地区住民に対する差別が、今でもあると思いますか？ 

 

 

 

 

平成 21年度

平成 26年度

女

男
（単位：％）

かなりあると思う あると思う ほとんどないと思う ないと思う わからない 無回答

2.1 26.5 32.4 16.5 22.2 0.2

2.7 35.2 33.1 9.8 17.9 1.3

2.6 34.1 29.1 10.1 22.2 1.9

3.2 36.7 36.3 10.0 13.5 0.4

人権教育・啓発推進法 

（平成12 年12月6日施行）

人権教育・啓発に関する基本計画 

（平成 1４年 3 月策定） 

（平成 23 年４月変更） 

① 女性 

② 子ども 

③ 高齢者 

④ 障害者 

⑤ 同和問題 

⑥ アイヌの人々 

⑦ 外国人 

⑧ HIV 感染者・ハンセン病患者等 

⑨ 刑を終えて出所した人 

⑩ 犯罪被害者等 

⑪ インターネットによる人権侵害 

⑫ 北朝鮮当局による拉致問題等 

⑬ その他 

連 

携 

【市の総合・分野別計画など】 

法第５条 

（地方公共団体の責務）

反 映 

整 合

足利市人権教育・啓発推進 

行動計画〔第４期計画〕 
（平成 28～37 度） 

① 同和問題 ② 女性の人権問題  

③ 子どもの人権問題 ④ 高齢者の人権問題  

⑤ 障がい者の人権問題 ⑥ 外国人の人権問題 

⑦ HIV 感染者等の人権問題  

⑧ インターネットによる人権侵害  

⑨ 様々な人権問題（アイヌの人々・刑を終えて

出所した人・性同一性障がい・犯罪被害者等・

その他）  

・第１期（平成 15～17 年度）  

・第２期（平成 18～22 年度）  

・第３期（平成 23～27 年度） 

  行動計画進捗状況
（毎年度：報告）  

足利市人権推進幹事会（関係部課長） 

反 映 

足利市人権推進審議会 

（学識経験者・関係団体代表・行政職員） 

審 議 

報 告

【国】

足利市人権尊重の社会づくり条例 

（平成 16 年 1 月 1 日施行）推進・宣言条例 

足利市人権尊重の社会づくりに  

関する施策の基本方針  

（平成 18 年 1 月策定） 

条例第 4 条 

（基本方針の策定）

 
○ 様々な人権問題について、あなたはどの程度関心をお持ちですか？ 

 

※ 調査結果は、平成２６年８月実施の 「人権・男女共同参画についてのアンケート調査報告」より抜粋したものです。

※ 回答率については、項目ごとに計算（四捨五入）しているため、合計が１００％にならないものもあります。 

（単位：％）

とてもある 少しある あまりない 全くない わからない 無回答

同和問題に関する
　　　偏見や差別

女性の人権

子どもの人権

高齢者の人権

障がい者の人権

外国人の人権

人身取引の問題

えん罪被害者の人権

アイヌの人々に
　対する偏見や差別

感染症患者に
　対する偏見や差別
刑を終えて出所した
　人に対する偏見や差別
犯罪被害者や
　その家族の人権
インターネットを
　悪用した人権侵害
北朝鮮当局によって拉致
　された被害者等の人権
ホームレスに
　対する偏見や差別
性的志向を理由と
　　する偏見や差別
性同一性障がいを
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東日本大震災に
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31.1 1.3 4.0 4.011.548.0
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概要版
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平成１２（2000）年に制定された「人権教育及び人権啓発の推進に  

関する法律」の第５条において、地方公共団体の責務を規定しています。 

 

 

行動計画策定の趣旨 

足利市では、市民一人ひとりの人権が真に尊重される社会の実現を 

目指して、人権問題を解決するための諸施策を推進してきました。 

しかし、私たちの身の回りでは、依然として生まれや社会的身分に 

よる差別、人種・信条・性別による差別など、様々な人権侵害が発生  

しています。また、特定の国籍や民族を排斥する差別的言動、インター

ネット上での差別情報の掲示、犯罪被害者、えん罪被害者への人権侵害

など新たな課題も発生しています。 

こうした問題の解決を図るため、『足利市人権教育・啓発推進行動  

計画〔第４期計画〕』を策定しました。 

 

 

 

 

 

計画の基本理念と目標 

○ 基本理念 
人権の尊重が世界共通の行動基準とされていることを踏まえ、あら

ゆる場を通じて、市民がその発達段階に応じて、人権尊重の理念に  

対する理解を深め、これを体得することを目指します。 

○ 目標 
『人権という普遍的文化』を構築するために、 

１ 市民一人ひとりが人権の大切さを認識する。 

２ 一人ひとりの違いを豊かさとして認め合う。 

３ 日常生活のさまざまな場面で実践に結びつける。 

 

推進期間 

平成２８（２０１6）年度  ～  平成３７（２０2５）年度までの１０か年

人権教育・啓発の推進は、地方公共団体の責務です 

 

 

１．あらゆる場を通じた人権教育・啓発の推進 
あらゆる場とは・・・

 

 
 

 

 

２．企業・団体等の主体的な取り組みへの支援 
支援とは・・・

 

 

 

 

 

３．指導者の育成 

目指す指導者とは・・・
 

 

 

 

 

４．人権に特に関係する職業従事者に対する人権教育・啓発の推進 
人権に特に関係する職業従事者とは・・・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 同和問題 

ア 人権を尊重する教育の推進 

イ 市民意識の啓発推進 

ウ 隣保館活動の推進 

エ 企業等の啓発促進 

２ 女性 

ア 男女（だれも）が対等なパートナーとして尊重し合い参画できるまちづくり 

イ ワーク･ライフ･バランスで多様な生き方の選択が可能なまちづくり 

ウ 男女（だれも）が健康に暮らせる安心・安全なまちづくり 

エ ＤＶ（配偶者等からの暴力）の根絶と被害者を守るまちづくり 

３ 子ども 

ア 子どもの人権を尊重する教育･啓発の推進 

イ 子育て環境づくりの推進 

ウ 児童虐待の防止対策の充実 

４ 高齢者 

ア 高齢社会に対する教育と人づくり 

イ 社会参加活動の促進と就業機会の拡大 

ウ 介護予防･自立支援と相談体制の整備 

エ 介護サービスの基盤整備 

オ 地域づくりの促進 

５ 障がい者 

ア 特別支援教育の充実及び交流・ふれあいの促進 

イ 自立と社会参加の促進 

ウ 職業的自立の促進 

エ 権利擁護の促進 

６ 外国人 
ア 教育・啓発活動の推進 

イ 在住外国人への支援 

７ ＨＩＶ感染者・ 

ハンセン病患者及び元患者 
ア 教育・啓発活動の促進 

８ インターネット 
ア 教育・啓発活動の推進 

イ 法務局との連携強化 

９ 様々な人権問題 

ア 人権課題に則した教育・啓発活動の推進 

・アイヌの人々 

・刑を終えて出所した人 

・性同一性障がい 

・犯罪被害者等 

・北朝鮮当局によって拉致された被害者等 

・大規模災害に関する人権問題 

・その他の課題（同性愛者や両性愛者、ホームレス、えん罪被害など） 

人権教育・啓発資料等の整備 

対象者の発達段階や知識、習熟度に応じた学習教材・啓発資料等の整備に努め、あらゆる

場面で人権について学ぶことができる条件の整備を推進します。 

基本的な考え方 人権意識の高揚を図るための施策 人権に関する課題ごとの施策

幼稚園・保育所（園）・認定こども園等
学 校　　　家 庭　　　地域社会

企業等に対する啓発・研修活動の支援
企業内人権教育・啓発等に対する支援

日常生活での指導的立場で助言できる指導者
専門的な知識を持った人権研修や啓発を企画できる指導者

市職員等　　　　　　　　教職員
社会教育関係職員　　　　消防職員
福祉関係者
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２．企業・団体等の主体的な取り組みへの支援 
支援とは・・・

 

 

 

 

 

３．指導者の育成 

目指す指導者とは・・・
 

 

 

 

 

４．人権に特に関係する職業従事者に対する人権教育・啓発の推進 
人権に特に関係する職業従事者とは・・・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 同和問題 

ア 人権を尊重する教育の推進 

イ 市民意識の啓発推進 

ウ 隣保館活動の推進 

エ 企業等の啓発促進 

２ 女性 

ア 男女（だれも）が対等なパートナーとして尊重し合い参画できるまちづくり 

イ ワーク･ライフ･バランスで多様な生き方の選択が可能なまちづくり 

ウ 男女（だれも）が健康に暮らせる安心・安全なまちづくり 

エ ＤＶ（配偶者等からの暴力）の根絶と被害者を守るまちづくり 

３ 子ども 

ア 子どもの人権を尊重する教育･啓発の推進 

イ 子育て環境づくりの推進 

ウ 児童虐待の防止対策の充実 

４ 高齢者 

ア 高齢社会に対する教育と人づくり 

イ 社会参加活動の促進と就業機会の拡大 

ウ 介護予防･自立支援と相談体制の整備 

エ 介護サービスの基盤整備 

オ 地域づくりの促進 

５ 障がい者 

ア 特別支援教育の充実及び交流・ふれあいの促進 

イ 自立と社会参加の促進 

ウ 職業的自立の促進 

エ 権利擁護の促進 

６ 外国人 
ア 教育・啓発活動の推進 

イ 在住外国人への支援 

７ ＨＩＶ感染者・ 

ハンセン病患者及び元患者 
ア 教育・啓発活動の促進 

８ インターネット 
ア 教育・啓発活動の推進 

イ 法務局との連携強化 

９ 様々な人権問題 

ア 人権課題に則した教育・啓発活動の推進 

・アイヌの人々 

・刑を終えて出所した人 

・性同一性障がい 

・犯罪被害者等 

・北朝鮮当局によって拉致された被害者等 

・大規模災害に関する人権問題 

・その他の課題（同性愛者や両性愛者、ホームレス、えん罪被害など） 

人権教育・啓発資料等の整備 

対象者の発達段階や知識、習熟度に応じた学習教材・啓発資料等の整備に努め、あらゆる

場面で人権について学ぶことができる条件の整備を推進します。 

基本的な考え方 人権意識の高揚を図るための施策 人権に関する課題ごとの施策

幼稚園・保育所（園）・認定こども園等
学 校　　　家 庭　　　地域社会

企業等に対する啓発・研修活動の支援
企業内人権教育・啓発等に対する支援

日常生活での指導的立場で助言できる指導者
専門的な知識を持った人権研修や啓発を企画できる指導者

市職員等　　　　　　　　教職員
社会教育関係職員　　　　消防職員
福祉関係者
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「人権文化」 の息づくまち “あしかがし” を目指して 

足利市人権教育・啓発推進行動計画 
〔第４期計画〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足 利 市

私たちが幸せに生きるための権利で、人種や民族、性別などの  

人権とは・・

違いを超えて万人に共通した一人ひとりに備わった権利です。 

人はみな、生まれながらにして、この権利を持っています。 

 

 

行動計画の推進 

この行動計画の実施にあたっては、人権教育及び人権啓発の総合的かつ効果的な

推進を図ることを目的に設置した「足利市人権推進幹事会」を中心に、関係部課  

相互の緊密な連絡調整を図り、施策の推進に努めます。 

国、県、企業・団体等との連携 

行動計画の推進にあたっては、国、県、企業・団体等との緊密な連携を図るように

努めます。 

また、行政の取り組みだけではなく、企業、団体等と連携・協力を図り、主体的な

取り組みを支援します。 

行動計画の進行管理と見直し 

定期的に進行管理を行い、その結果を適切に公表し、施策の推進に反映します。 

また、この行動計画は、新たな人権課題が国の基本計画に組み込まれるなど、  

国、県の動向及び社会状況の変化を踏まえ、必要に応じて見直します。

☆ 人権・男女共同参画に関する市民調査結果 ☆ 

 

 

足利市 総務部 人権・男女共同参画課 
〒326-0823 

栃木県足利市朝倉町２６４番地 （足利市民プラザ 本館２階） 

電  話 ０２８４－７０－８６００ Ｆ Ａ Ｘ ０２８４－７３－８０６６ 
Ｅ- m a i l  j i n k e n @ c i t y . a s h i k a g a . l g . j p  

推進体制
○ 今の日本は人権（人間が生まれながらにして持っている自由・平等に関する権利）が

尊重されている国だと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

平成 21年度

平成 26年度

女

男
（単位：％）

尊重されていると思う どちらかといえば
尊重されていると思う

どちらかといえば
尊重されていないと思う

尊重されていない
と思う

どちらとも
言えない

無回答

14.8 60.1 4.9 1.9 18.1 0.1

21.0 55.6 7.8 3.6 8.6 3.3

17.2 59.3 9.3 3.7 7.4 3.2

27.8 50.5 6.4 3.2 9.6 2.5

○ あなたは同和地区住民に対する差別が、今でもあると思いますか？ 

 

 

 

 

平成 21年度

平成 26年度

女

男
（単位：％）

かなりあると思う あると思う ほとんどないと思う ないと思う わからない 無回答

2.1 26.5 32.4 16.5 22.2 0.2

2.7 35.2 33.1 9.8 17.9 1.3

2.6 34.1 29.1 10.1 22.2 1.9

3.2 36.7 36.3 10.0 13.5 0.4

人権教育・啓発推進法 

（平成12 年12月6日施行）

人権教育・啓発に関する基本計画 

（平成 1４年 3 月策定） 

（平成 23 年４月変更） 

① 女性 

② 子ども 

③ 高齢者 

④ 障害者 

⑤ 同和問題 

⑥ アイヌの人々 

⑦ 外国人 

⑧ HIV 感染者・ハンセン病患者等 

⑨ 刑を終えて出所した人 

⑩ 犯罪被害者等 

⑪ インターネットによる人権侵害 

⑫ 北朝鮮当局による拉致問題等 

⑬ その他 

連 

携 

【市の総合・分野別計画など】 

法第５条 

（地方公共団体の責務）

反 映 

整 合

足利市人権教育・啓発推進 

行動計画〔第４期計画〕 
（平成 28～37 度） 

① 同和問題 ② 女性の人権問題  

③ 子どもの人権問題 ④ 高齢者の人権問題  

⑤ 障がい者の人権問題 ⑥ 外国人の人権問題 

⑦ HIV 感染者等の人権問題  

⑧ インターネットによる人権侵害  

⑨ 様々な人権問題（アイヌの人々・刑を終えて

出所した人・性同一性障がい・犯罪被害者等・

その他）  

・第１期（平成 15～17 年度）  

・第２期（平成 18～22 年度）  

・第３期（平成 23～27 年度） 

  行動計画進捗状況
（毎年度：報告） 

 

足利市人権推進幹事会（関係部課長） 

反 映 

足利市人権推進審議会 

（学識経験者・関係団体代表・行政職員） 

審 議 

報 告

【国】

足利市人権尊重の社会づくり条例 

（平成 16 年 1 月 1 日施行）推進・宣言条例 

足利市人権尊重の社会づくりに  

関する施策の基本方針  

（平成 18 年 1 月策定） 

条例第 4 条 

（基本方針の策定）

 
○ 様々な人権問題について、あなたはどの程度関心をお持ちですか？ 

 

※ 調査結果は、平成２６年８月実施の 「人権・男女共同参画についてのアンケート調査報告」より抜粋したものです。

※ 回答率については、項目ごとに計算（四捨五入）しているため、合計が１００％にならないものもあります。 

（単位：％）

とてもある 少しある あまりない 全くない わからない 無回答

同和問題に関する
　　　偏見や差別

女性の人権

子どもの人権

高齢者の人権

障がい者の人権

外国人の人権

人身取引の問題

えん罪被害者の人権

アイヌの人々に
　対する偏見や差別

感染症患者に
　対する偏見や差別
刑を終えて出所した
　人に対する偏見や差別
犯罪被害者や
　その家族の人権
インターネットを
　悪用した人権侵害
北朝鮮当局によって拉致
　された被害者等の人権
ホームレスに
　対する偏見や差別
性的志向を理由と
　　する偏見や差別
性同一性障がいを
　理由とする偏見や差別

東日本大震災に
　起因する人権問題

31.1 1.3 4.0 4.011.548.0

36.3 1.4 4.5 4.511.142.2

33.6 2.0 3.6 3.714.142.9

35.7 2.4 3.9 3.912.042.1

21.8 3.3 12.2 4.617.140.9

32.6 1.9 12.4 4.813.435.0

38.5 2.4 9.2 4.311.5 34.0

32.0 3.7 8.6 4.212.7 38.8

27.8 3.3 12.7 4.512.539.2

10.5 8.8 13.4 3.931.7 31.7

8.6 4.021.3 30.1 11.2 24.6

9.4 4.8 16.3 4.538.0 27.1

3.3 14.1 4.012.7 43.4 22.5

11.4 4.3 13.0 4.341.8 25.2

11.2 5.2 10.7 4.537.5 31.0

10.1 6.1 12.2 4.032.9 34.7

10.2 13.1 4.032.7 33.3 6.6

23.1 2.9 4.818.433.9 17.0

概要版
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違いを超えて万人に共通した一人ひとりに備わった権利です。 

人はみな、生まれながらにして、この権利を持っています。 

 

 

行動計画の推進 

この行動計画の実施にあたっては、人権教育及び人権啓発の総合的かつ効果的な

推進を図ることを目的に設置した「足利市人権推進幹事会」を中心に、関係部課  

相互の緊密な連絡調整を図り、施策の推進に努めます。 

国、県、企業・団体等との連携 

行動計画の推進にあたっては、国、県、企業・団体等との緊密な連携を図るように

努めます。 

また、行政の取り組みだけではなく、企業、団体等と連携・協力を図り、主体的な

取り組みを支援します。 

行動計画の進行管理と見直し 

定期的に進行管理を行い、その結果を適切に公表し、施策の推進に反映します。 

また、この行動計画は、新たな人権課題が国の基本計画に組み込まれるなど、  

国、県の動向及び社会状況の変化を踏まえ、必要に応じて見直します。

☆ 人権・男女共同参画に関する市民調査結果 ☆ 

 

 

足利市 総務部 人権・男女共同参画課 
〒326-0823 

栃木県足利市朝倉町２６４番地 （足利市民プラザ 本館２階） 

電  話 ０２８４－７０－８６００ Ｆ Ａ Ｘ ０２８４－７３－８０６６ 
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○ 今の日本は人権（人間が生まれながらにして持っている自由・平等に関する権利）が

尊重されている国だと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

平成 21年度

平成 26年度

女

男
（単位：％）

尊重されていると思う どちらかといえば
尊重されていると思う

どちらかといえば
尊重されていないと思う

尊重されていない
と思う

どちらとも
言えない

無回答

14.8 60.1 4.9 1.9 18.1 0.1

21.0 55.6 7.8 3.6 8.6 3.3

17.2 59.3 9.3 3.7 7.4 3.2

27.8 50.5 6.4 3.2 9.6 2.5

○ あなたは同和地区住民に対する差別が、今でもあると思いますか？ 

 

 

 

 

平成 21年度

平成 26年度

女

男
（単位：％）

かなりあると思う あると思う ほとんどないと思う ないと思う わからない 無回答

2.1 26.5 32.4 16.5 22.2 0.2

2.7 35.2 33.1 9.8 17.9 1.3

2.6 34.1 29.1 10.1 22.2 1.9

3.2 36.7 36.3 10.0 13.5 0.4
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（平成 1４年 3 月策定） 

（平成 23 年４月変更） 
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③ 高齢者 

④ 障害者 

⑤ 同和問題 

⑥ アイヌの人々 

⑦ 外国人 

⑧ HIV 感染者・ハンセン病患者等 

⑨ 刑を終えて出所した人 

⑩ 犯罪被害者等 

⑪ インターネットによる人権侵害 

⑫ 北朝鮮当局による拉致問題等 

⑬ その他 

連 

携 

【市の総合・分野別計画など】 

法第５条 

（地方公共団体の責務）

反 映 

整 合
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（平成 28～37 度） 
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③ 子どもの人権問題 ④ 高齢者の人権問題  

⑤ 障がい者の人権問題 ⑥ 外国人の人権問題 

⑦ HIV 感染者等の人権問題  

⑧ インターネットによる人権侵害  

⑨ 様々な人権問題（アイヌの人々・刑を終えて

出所した人・性同一性障がい・犯罪被害者等・

その他）  

・第１期（平成 15～17 年度）  

・第２期（平成 18～22 年度）  

・第３期（平成 23～27 年度） 

  行動計画進捗状況
（毎年度：報告）  

足利市人権推進幹事会（関係部課長） 

反 映 

足利市人権推進審議会 

（学識経験者・関係団体代表・行政職員） 

審 議 

報 告

【国】

足利市人権尊重の社会づくり条例 

（平成 16 年 1 月 1 日施行）推進・宣言条例 
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関する施策の基本方針  

（平成 18 年 1 月策定） 
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（基本方針の策定）

 
○ 様々な人権問題について、あなたはどの程度関心をお持ちですか？ 

 

※ 調査結果は、平成２６年８月実施の 「人権・男女共同参画についてのアンケート調査報告」より抜粋したものです。

※ 回答率については、項目ごとに計算（四捨五入）しているため、合計が１００％にならないものもあります。 

（単位：％）

とてもある 少しある あまりない 全くない わからない 無回答

同和問題に関する
　　　偏見や差別

女性の人権

子どもの人権

高齢者の人権

障がい者の人権

外国人の人権

人身取引の問題

えん罪被害者の人権

アイヌの人々に
　対する偏見や差別

感染症患者に
　対する偏見や差別
刑を終えて出所した
　人に対する偏見や差別
犯罪被害者や
　その家族の人権
インターネットを
　悪用した人権侵害
北朝鮮当局によって拉致
　された被害者等の人権
ホームレスに
　対する偏見や差別
性的志向を理由と
　　する偏見や差別
性同一性障がいを
　理由とする偏見や差別

東日本大震災に
　起因する人権問題

31.1 1.3 4.0 4.011.548.0

36.3 1.4 4.5 4.511.142.2

33.6 2.0 3.6 3.714.142.9

35.7 2.4 3.9 3.912.042.1

21.8 3.3 12.2 4.617.140.9

32.6 1.9 12.4 4.813.435.0

38.5 2.4 9.2 4.311.5 34.0

32.0 3.7 8.6 4.212.7 38.8

27.8 3.3 12.7 4.512.539.2

10.5 8.8 13.4 3.931.7 31.7

8.6 4.021.3 30.1 11.2 24.6

9.4 4.8 16.3 4.538.0 27.1

3.3 14.1 4.012.7 43.4 22.5

11.4 4.3 13.0 4.341.8 25.2

11.2 5.2 10.7 4.537.5 31.0

10.1 6.1 12.2 4.032.9 34.7

10.2 13.1 4.032.7 33.3 6.6

23.1 2.9 4.818.433.9 17.0
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